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スマート設計エンジニアを目指すフォーラム

会場

予告案内



　■ 各技術セッション定員50名（総合セッションへ無料で参加）

受講料 　 　 円

＊特別受講料の方は必ずご記入下さい 

ご住所

お申込みセッション

お申込者（フリガナ） 勤務先 ご所属

◉総合セッションを

様

お申込日：2016年　　　　月　　　　日

TEL（　　　　　）ー（　　　　　）ー（　　　　　）　E-mail

□月刊EMC読者No（　　　　　　　　　　）　□講演者紹介（ご講演者氏名　　　　　　　　　様）

□事前登録者　□前回受講者　

ー

FAX申込書

■お問い合わせ
〒103-0005　中央区日本橋久松町9-2　ソリューションフォーラム事務局  TEL.03-6206-2322　E-mail：kagaku-gijyutsu@it-book.co.jp

※注意 技術セッションはサンシャイン文化会館7F、総合セッションと技術交流会は5Fにて9月8日（木）のみの開催となります。

＊特別優待受講料の方は、①月刊EMCの読者、②2016年7月10日までにお申し込みの方、または事前登録者、③講師からのご紹介者、④前回フォーラムを受講された方となります。

お申込み要領

テキスト販売／各セッション10,000円（税込）

FAX申込書送付先  029-877-1030　または http//www.it-book.co.jp/EMC/forum/index.html

［029-877-1030］

※本フォーラムにて使用されましたテキストを技術セッションごとに1冊単位で販売いたします。10,000円（税別）／冊（送料を含む）

技術セッション／受講料（テキスト代、昼食代を含みます）

技術セッション受講者は無料にて総合セッションを受講することができますので申込書の□に¸をご記入下さい。

きりとり線 

特別受講料　40,000円／1日間　　75,000円／2日間　　   97,000円／3日間　　総合セッション／3,000円（受講者は無料です）
一般受講料　54,000円／1日間　　98,000円／2日間　　145,000円／3日間　　技術交流会／5,000円（定員100名様）

※新しい人脈を築く技術交流会は定員100名様です。

特 典

14熟練者に学ぶEMC設計・評価技術－基礎から実践まで－ □受講する□受講しない

熟練者に学ぶEMC設計・評価技術
－基礎から実践まで－ ［チェアパーソン］東京理科大学　越地 耕二 名誉教授 

開催日時／2016年9月9日㈮　9:30～16:00セッション14 開催地：サンシャインシティ文化会館 7階

第22回

第１講座　近傍電磁界プローブを用いたEMC計測評価技術

シミュレーションを活用した電子機器の EMC 設計が進む中、ノイズ計測技術による設計検証および性能評価は欠かせない。本講演では近傍電
磁界計測を活用したEMC評価技術について、近傍電磁界計測の基本原理から最新動向まで事例を交えながら述べる。

第２講座　ミックスド・ドメイン・オシロスコープを活用した最新EMI計測技術（デモ付き）

電子機器開発の段階からの EMC 評価のためには、EMI 計測に関する正しい知識が必要です。更に近年では、無線 / 有線通信の高速化や高効率スイッ
チング電源の普及により、従来の測定器では捕えることが難しい高速 /広帯域ノイズが増えています。このセッションでは、EMI計測の基礎知識から、
ミックスド・ドメイン・オシロスコープを用いて高速 /広帯域ノイズを解析する手法までを、実際の測定例を交えて視覚的にわかりやすく解説します。

第３講座　PI、SIを考慮したプリント基板設計の基礎からノウハウまで

プリント基板上の半導体の安定動作と電子機器のノイズ対策を実現するための基板設計手法として、電源安定化設計と信号伝送経路全体の特性
インピーダンスコントロールを取り上げ、基礎からノウハウまで説明する。この適用事例としてDDR4-SDRAMや 12G-SDI（シリアル・デジタル・
インタフェース）が載る基板を紹介する。
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電気電子機器技術は、高密度化、高速高周波化、省電力化、多様化など、多方面に進展しています。それにともなって、電磁
環境対応技術も高い技術が必要となってきています。本セッションでは、電子機器のEMCを考慮した設計技術や測定評価技
術について、基礎から実践まで、EMC技術に熟知した、経験豊富な講師陣から、事例を交えて解説いただきます。
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